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視機能科学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

視覚機能学I 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
両眼視成⽴メカニズムの概要および眼位・眼球運動および輻湊、開散の基礎知識を学ぶ。

授業の目的
眼位・両眼視・眼球運動の理論を理解することで、視覚機能学の基礎を習得する。

学習目標
1．眼位の成り⽴ちを理解できる。
2．両眼視機能について説明できる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法

担当教員名
⾕ 佳⼦、 杉⾕ 邦⼦、 板東 武彦

対象学年 1 対象学科 視機

開講時期 前期 必修・選択 必修

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ◎ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 ガイダンス
眼位の定義と種類

講義 ⾕ 佳⼦

2 斜視・斜位の種類 講義 ⾕ 佳⼦

3 外眼筋の解剖
外眼筋の神経⽀配

講義 杉⾕ 邦⼦

4 外眼筋の作⽤と眼球運動 講義 杉⾕ 邦⼦

5 ひき・むき・よせ運動
ともひき筋、拮抗筋、ともむき筋、ともよせ筋

講義 杉⾕ 邦⼦

6 両眼視の定義
両眼視と単眼視

講義 杉⾕ 邦⼦

7 両眼視機能の発達 講義 杉⾕ 邦⼦

8 両眼視の利得 講義 杉⾕ 邦⼦

9 ⽇常両眼視の成⽴要件 講義 杉⾕ 邦⼦

10 輻湊の四要素
⽇常の両眼視眼位の成⽴

講義 杉⾕ 邦⼦

11 ⽣理的複視とホロプタ－円
Panumの融像感覚圏

講義 杉⾕ 邦⼦

12 眼位異常に伴う病的複視 講義 杉⾕ 邦⼦

13 調節のメカニズム
⽑様体と⽔晶体の働き

講義 板東 武彦

14 輻湊、開散の定義
近⾒反応のメカニズム

講義 板東 武彦

15 まとめ 講義 ⾕ 佳⼦

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他
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定期試験 70％
⼩試験 20％
提出物 10％

履修上の留意点
締切を過ぎた提出物は原則として受け取らない。
再試験、追試験は必要があれば原則1回のみ実施する。

オフィスアワー・連絡先
毎週⽔曜⽇の昼休み
P201
yoshiko-tani@nuhw.ac.jp


